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（財）ロータリー米山記念奨学会 

2008-09 年度の寄付金は約 14 億 9,400 万円でした。第 2760 地区の

坂本精志氏（名古屋名東ＲＣ）からの 1 億円のご寄付などにより、

前年度と比べて 2.91％増（普通寄付金 1.06％減、特別寄付金 4.57％

増）、約 4,200 万円のプラスとなりました。ロータリアン皆様のご努

力により予算を達成することができましたことを、心より厚く御礼

申し上げます。 

世界的な不況の中、会員一人当たりの平均寄付額が昨年度実績よ

り増加した地区は 15 地区でした。特に、2760・2520・2790・2680・2580・2540 の 6 地区は 1,000

円以上プラスとなっています。また、上位 6 地区は昨年と同様、2 万円以上のご寄付をいただきま

した。新年度も引き続きご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

渋川みどりロータリークラブでは、今年 4 月の創立 15 周年記念事業の一環として、全会員が米

山功労者となる目標を 2 年前に設定。計画は順調に進み、2008 年 12 月に 37 人（現会員 36 人と昨

年 5月に逝去された会員 1人）全員が累計 10 万円以上の米山功労者となりました。 

2007-08 年度クラブ米山委員長としてこの計画を発起した木村幸雄・現クラブ会長は、2 年がか

りの“全員功労者”達成について、「会員みんな

で功労者を目指す中で、米山の意義をあらため

て皆が再確認できたことが大きな成果。結果だ

けでなく過程も大切で、理解を深めるために、

事業について勉強する機会も増えたし、寄付を

積み立てていると実感することで、継続して支

援するという意識も会員に根付いたと思う」と

語ってくれました。 

ロータリアンになったと報告のあった学友数がついに 100 人に達しました。台湾のロータリーク

ラブ入会者が 53 人と最も多く、次いで日本（18 人）、韓国（18 人）、ネパール（3人）、バングラデ

シュ（3人）、インド（2人）、マレーシア（2人）、スリランカ（1人）の順となっています。 

今年 5 月に台湾の新竹東北ＲＣに入会した張家銘さん（台湾／1997-99／浜松西ＲＣ）は、次の

ように報告してくれました。 
 

 

 

 

 

 

 

1 2760 地区 33,447 円

2 2590 地区 28,683 円

3 2770 地区 24,406 円

4 2650 地区 21,415 円

5 2780 地区 21,069 円

6 2820 地区 20,980 円

ロータリアンと過ごした 2 年間は本当にいい思い出になりました。今年は私に

とって米山奨学生ＯＢ10 年目であり、満 40 歳の年です。その記念として 5 月

2 日にロータリークラブに入会しました。例会ではロータリー米山記念奨学会

のことを 40 分ほど紹介しました。皆はすごく興味を持ちました。機会が 

あれば、新竹東北ＲＣの皆を連れて米山梅吉記念館を見学に行きたいです。 

2008-09 年度寄付金結果 ―予算達成ありがとうございました ― １ 

クラブの全員が米山功労者に！― 渋川みどりＲＣ（第2840 地区） ―２ 

2008-09 年度寄付額上位6 地区

ロータリアンになった学友が 100 人に！ ３ 



元米山奨学生による学友会は、海外では 1980 年代に台湾と韓国で設立されましたが、長年、学

友数の多い中国での学友会設立が待たれていました。今年 3月、ついに中国学友会が北京で設立さ

れたことは既に「ハイライトよねやま 110 号」、「ロータリーの友」6 月号で報告しておりますが、

実はさかのぼること 2002 年、第 2630 地区中津川ＲＣの支援を受けて上海米山学友会が発足し、同

ＲＣの「友の会」を通して多額の経済的支援を受けながら、さまざまな活動をしていました。 

一方、中国学友の増加に伴い、ネットワークをより強化したいという板橋理事長の考えを踏まえ、

2008 年 12 月に北京にて華北学友会が設立されました。上海・華北の両学友会は、中国全土をカバ

ーする中国学友会を設立する必要があることで合意し、今年 3月の設立大会を迎えました。学友会

の会長は、華北と上海で交互に選出することとなり、初代は華北の姫軍
ジジュン

さん（1995-97／東京臨海

ＲＣ）が就任し、来年は上海の張
ちょう

晋岩
しんがん

さん（1993-95／鈴鹿西ＲＣ）が就任予定です。 

姫 初代会長は、設立大会の席上で、日本のロータリアンならびに上海学友会を支援してきた中

津川ＲＣへ感謝の意を表しました。日中友好に懸ける上海、そして華北学友たちの熱い思いによっ

て設立された学友会が自主的に運営される中で、日本のロータリアンとの連携を強めて行くことを

願っています。（事務局長 坂下博康） 

7 月 2 日、横浜国立大学（横浜市）にて、第 2590 地区（横浜市・

川崎市）の長年にわたる支援への感謝状贈呈式が行われ、鈴木邦雄

学長より同地区米山記念奨学委員長・鈴木憲治氏へ感謝状が手渡さ

れました。 

同地区ではこれまで 691 人の米山奨学生を支援しており、うち 241

人が同大学の留学生です。当日、学内の外国人留学生・研究者の交

流親睦会も兼ねた会場には、留学生のほか、大学教員・職員が約 400

人集まりました。鈴木学長は、「当大学には 67 カ国から 804 人の留

学生がいる。多額多数の支援をしてくれた米山奨学会と国際ロータ

リー第 2590 地区に感謝したい」と、謝辞を述べました。 
 
 

 
活躍する米山学友（元米山奨学生）を招待し、地区内のロータリアンへ活躍ぶりを披露していただ

く「ホームカミング制度」。昨年度は 13 地区が本制度を利用し、里帰りした学友たちが地区大会

や学友総会等で現在の活躍を自ら報告することにより、奨学事業の“成果”を広く認識してもらう

ことができました。＜参考記事：『ロータリーの友』6 月号横組み p16-17＞ 

今年度からは、海外在住の学友に限定せず、日本国内の学友も対象となったほか、他地区出身の学

友も招待することができるようになりました。招待にかかる費用は米山記念奨学会から補助されま

す（上限あり）。実施地区からは大変好評です。ぜひご活用ください！ 

詳細は、当会ホームページの案内をご覧ください。http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

 

 
 
（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 
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                ぜひご活用ください！ 

上海学友会を支えてきた中津川ＲＣ ４ 

第 2590 地区が横浜国立大学から表彰 ５ 

ロータリー米山記念奨学会の最新ニュース「ハイライトよねやま」は、当会ホームページにも掲載しています。月信等にご活用ください。

ご希望があれば E メールで配信します。担当者までご相談ください。 HP はこちら→http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 
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